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１．はじめに

　資産運用立国とは何か。政府の公式文書（注１）

では、「現預金が投資に向かい、企業価値向上の

恩恵が家計に還元されることで、更なる投資や消

費につなげ、家計の勤労所得に加え金融資産所得

も増やしていく資金の流れを創出し、『成長と分

配の好循環』を実現していくこと」が重要とされ

ている。

　こういう資産運用立国の理念を実現していく上

で、アセットオーナー・プリンシプル（以下、

AOP）はどういう役割を果たし得るだろうか。

単に、アセットオーナー（以下、AO）に対して

より多くのリスクテイクを促す（株式への資産配

分を増やす、など）ための道具では決してないだ

ろう。

　成長と分配の循環は、冒頭の資産運用立国の基

本的考え方にもある通り、「家計の金融資産所得

を増やしていく資金の流れ」を含む。資金の流れ

すなわち金融のプロセスを含み、これが「好循環」
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　わが国のインベストメントチェーンの機能は、長期にわたる取り組みの結果、いくつもの領域で向上してきた。
しかし、「残されたピース」があることも事実である。
　アセットオーナー・プリンシプルは、残されたピースの多種多様なアセットオーナーに対し、インベストメン
トチェーンの機能向上に資するインパクトを広く及ぼす「横串」として機能するとともに、運用の高度化を進め
るための主体的な思考の道標を提供することが、期待される。
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